
 
 
 

S&P/TOPIX 150 カーボン･エフィシェント指数を算出開始 

 
S&P と東京証券取引所は日本企業を対象とした炭素排出に配慮した指数を開発 

 
（2011年9月16日、東京＝S&P）– 本日、スタンダード＆プアーズ（S&P）インデックス･サービス部門と

株式会社 東京証券取引所は、S&P/TOPIX 150指数からの乖離を最小にしながら、炭素排出量を

原指数より低く抑えるように各銘柄の構成比率を調整したS&P/TOPIX 150カーボン･エフィシェント

指数の算出・公表開始を発表しました。 
 
S&P/TOPIX 150 カーボン･エフィシェント指数は、S&Pが東京証券取引所と共同開発した

S&P/TOPIX 150の構成銘柄を維持しつつ、各企業の炭素排出量を基に、各セクター毎に銘柄

を比較し、構成比率を調整したものです。炭素排出量はTrucost Plc社により算出されます。

この炭素排出量は、各企業毎の年間温室効果ガス排出量評価を元に年間の二酸化炭素排出量

（トン）を年間収益で除して算出されます。その結果、S&P/TOPIX 150 カーボン･エフィシ

ェント指数は元指数とのパフォーマンスの差を1%以内に抑えながら、指数全体における炭素

排出量を低く抑えることができます。 
 
S&Pインデックス･サービス バイス･プレジデント アルカ・バナジーは、「この度、日本

の皆様にS&P/TOPIX 150 カーボン･エフィシェント指数をご紹介できることを嬉しく思う。

炭素排出量測定は、新たな投資ユニバース構築において重要な側面であり、かつ炭素排出量、

及び真の事業コストを考慮した投資に対する投資家の需要は増している。当指数を通じて、

日本企業は、さらに炭素排出量を削減することによる得られる財務及びその他の事業利益に

ついて一層理解を深め、その価値を理解することができるだろう。」と述べました。  
 

株式会社 東京証券取引所 執行役員 岩永 守幸は、「東京証券取引所は、S&P社と当指数

を共同開発できて嬉しく思う。我々は国際的な取引所として責任感を持ち、将来的な課題に

取り組んでおり、環境に配慮した企業への投資を促進する金融商品を提供することの重要性

を認識している。S&P/TOPIX 150 カーボン・エフィシェント指数の算出・公表によって、東

京証券取引所が環境に配慮した組織であること、また、日本の投資家及び金融機関の皆様方

に新たな投資機会を提供する組織だということを改めてご理解いただけると信じている。」

と述べました。 

 

Trucost社環境金融担当責任者 ニール・マックインドゥは、「S&P社と共同でS&P/TOPIX 

150カーボン･エフィシェント指数の炭素排出量を算出･分析することができ光栄に思う。当

指数をベンチマークとして利用することで、より炭素排出量の低い企業へと資産を配分する

ことができる。このことにより、日本の上場企業が炭素排出量の少ない燃料、技術、製造プ

ロセスを導入する良いきっかけとなるだろう。また、エネルギーの使用と炭素排出量の間で

緊密な相関関係があるのであれば、投資家は、企業収益に影響を及ぼす可能性のある環境に

かかる追加費用が発生するリスクを認識・削減することで、利益を得ることが出来る。」と

述べました。 
 

 

プレス・リリース 



スタンダード＆プアーズの指数についてより詳細な情報は、ウェブサイト

(www.standardandpoors.com/indices) にてご覧いただけます。また、スタンダード＆プアーズ、イン

デックス・サービス部門のレポート等は www.spindices.com にてご覧いただけます。 

 

スタンダード&プアーズ、インデックス・サービスについて 

スタンダード&プアーズ、インデックス・サービス部門は世界有数の指数提供者であり、投資家からの

さまざまな要望に応え、幅広い種類の投資対象あるいはベンチマークとなる指数を提供している。ス

タンダード＆プアーズは、世界的に有名な株価指数である S&P500、米国住宅市場動向の代表的

な指数である S&P/ケース・シラー住宅価格指数、全世界約 11,000 社の株価から構成される S&P 

Global BMI、商品市場で最も注目されている商品指数である S&P GSCI、米国地方債市場を対象と

したプレミア運用指数である S&P National AMT-Free Municipal Bond Index といった指数を提供し

ており、1.25 兆ドル以上の資産がスタンダード＆プアーズの指数群に直接連動して運用されている。

より詳細な情報は、ウェブサイト(www.standardandpoors.com/indices)まで。 

 スタンダード＆プアーズはスタンダード＆プアーズの指数をベースとしたいかなる投資商品の支援、

推奨、販売、宣伝をすることはありません。本文書はスタンダード＆プアーズが免許を有していない

地域においてサービスの提供を意図しているものではありません。スタンダード＆プアーズは第三

者に指数をライセンス供与することを通して手数料を受領しています。指数に直接投資することはで

きません。 

 

株式会社東京証券取引所について 

株式会社東京証券取引所は、世界を代表する取引所であり、アジア太平洋地域で最大規模の証券

取引所です。東証は時価総額約 3.8 兆 US ドル（＝315 兆円）（2011 年 1 月末）の株式市場を有す

るほか、JGB 先物や TOPIX 先物等の日本のデリバティブを取り扱うことでも知られています。 

株式会社東京証券取引所は、S&P/TOPIX 150 カーボン･エフィシェント指数に関して得られる結果

及び特定日の指数値について、何ら保証、言及をするものではありません。また、本指数をベースと

したいかなる金融商品は、株式会社東京証券取引所により提供、保証又は販売されるものではなく、

当該商品の購入者又は公衆に対し、当該商品の説明、投資のアドバイスをする義務は負いません。 

 

お問合せ先 

S&P インデックス・サービス 

牧野義之  

電話: 03-4550-8563; yoshiyuki_makino@standardandpoors.com 

 
株式会社東京証券取引所 

情報サービス部 

電話: 03-3665-1355; index@tse.or.jp 


